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 グローバル化はインドからの移民の増大をもたらした。第 7 章はインド系移民の定着地というべ
きローカルな空間として，東京における移民社会に焦点を当てる。労働市場の脱領域化により流動
化した労働力が，一方で彼らの文化に埋め込まれた定住地を形成する中で再領域化を進めているこ
とを明らかにしている。 
 結論では，本研究で得られた空間再編成に関する成果を，ナショナルスケール，リージョナルス
ケール，ローカルスケールという三つの地域スケールごとに整理して示し，インドにおけるローカ
ルな空間の再編成の特質を論じている。その成果に立って，脱領域化と再領域化の概念の有効性を
確認している。 
以上のように，本論文は，開発途上国・インドのローカルな空間の変容について，新たな枠組み
を導入して実証的に考察した研究である。丹念な地域調査によって収集した一次資料の説得力はき
わめて高く，現代インドの地域変化を実証的に解明することに成功した論文として高く評価される。
今後の南アジア地域研究の発展に資する重要な論文と位置づけられる。 
  
 以上，審査の結果，本論文の著者は，博士（文学）の学位を受ける十分な資格があるものと認め
る。 
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